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The researches of resilience from bullying and assertion have mainly been conducted for victims. It is scarce to target 
at bullies and bystanders. This study is that how differently resilience and assertion have been affected by whether there 
has been the past experiences of bullying at childhood and early-adolescent, or not. Especially this research was carried 
out from each different situation, including bullies, bystanders, and victims. 
As a result of questionnaires for university students, it was found that the group having the experiences of bullying as 
bullies, bystanders, and victims has more negative thinking on his/her future life than the group having the experiences 
as only bystanders. Moreover, the group having the whole experiences tends to suppress their feelings to avoid conflicts 
when facing difficulties in relationships with other people. In consequence, this study suggested that psychological treat-










内閣府は，平成 26 年度版子ども・若者白書にて「学校により認知されたいじめは，平成 24 年





















と，レジリエンスをプロセスあるいは結果として定義する立場 （Luthar, Cicchetti&Becker,2000; 
Masten&Reed, 2002 等 ） と 性 格 特 性 と し て 定 義 す る 立 場 （Jew, Green&Kroger, 1999; 
Wagnild&Young, 1993 等 ） に分けられると述べている。


























































レジリエンスは Jew,Green&Kroger（1999） によって作成された尺度を荒木剛 （2002） が翻訳し











































82 名 （78.9%） 22 名 （21.1%） 104 名
はじめに，調査対象者のいじめ体験の有無をまとめ，またその種別によりグループ分けをした。
表 1 には，調査参加者のいじめ体験の有無について示した。表 1 によると，被害，傍観，加害体
験のいずれかのうち，ひとつでもいじめ体験をしたことがある調査参加者 （ 以下いじめ体験あり
群 ） は 104 名のうち 82 名 （78.9%），いずれの体験もしたことが無い者 （ 以下いじめ体験なし群 ）


























図 1 には，82 名のいじめ体験者の内訳について示した。図 1 によると，被害，傍観，加害体
験のいずれかひとつでも体験をした 82 名の調査参加者のうち，被害体験をしたことがある者 （ 以
下被害体験あり群 ） は 46 名であった。また，傍観体験をしたことがある者 （ 以下傍観体験あり群 ）





また，被害体験のみをした者 （ 以下被害体験のみ群 ） は 11 名，傍観体験のみをした者 （ 以下
傍観体験のみ群 ） は 34 名，加害体験のみをした者 （ 以下加害体験のみ群 ） は 2 名であった。
さらに，被害体験と傍観体験をした者 （ 以下被害傍観体験群 ） は 21 名，被害体験と加害体験
をした者 （ 以下被害加害体験群 ） は 4 名，傍観体験と加害体験をした者 （ 以下傍観加害体験群 ）
は 0 名であった。






しかし，加害体験のみ群の調査参加者が 2 名，被害加害体験群の調査参加者が 4 名，傍観加害


















おいて，被害体験あり群と被害体験なし群の間において有意な差がみられた （t=-8.51, df=80, 
p<.01）。
表 2 には，被害体験あり群と被害体験なし群の人数，いじめ体験後の否定的な内容の精神的変
化の平均値，標準偏差 （SD） と t 検定の結果を示した。表 2 によると，被害体験あり群の平均値





均値，標準偏差 (SD) および t 検定結果
人数 平均 (SD) t 値








変動因 SS df MS F P 値
いじめ体験の種類 863.43 3 287.81 22.40 .000**





るために一元配置分散分析を行った結果，4 群間で有意な差がみられた （F（3,72） =22.40,p<.01）。




















































化の平均値，標準偏差 （SD） と t 検定の結果を示した。表 5 によると，被害体験あり群の平均値




均値，標準偏差 (SD) および t 検定結果
人数 平均 (SD) t 値








変動因 SS df MS F P 値
いじめ体験の種類 80.80 3 26.93 7.74 .000**





ために一元配置分散分析を行った結果，4 群間で有意な差がみられた （F（3,72） =7.74,p<.01）。


















極的な内容の精神的変化の平均値を示した。図 3 と表 7 によると，被害体験のみ群のいじめ体験
後の積極的な内容の精神的変化の平均値は 8.45，傍観体験のみ群の平均値は 6.15，被害傍観体験





















極的な内容の精神的変化の平均値を示した。図 3 と表 7 によると，被害体験のみ群のいじめ体験
後の積極的な内容の精神的変化の平均値は 8.45，傍観体験のみ群の平均値は 6.15，被害傍観体験






























変動因 SS df MS F P 値
いじめ体験の種類 382.27 3 127.42 2.87 .042*














のレジリエンスの平均値を示した。図 4 と表 9 によると，有意差がみられた傍観体験のみ群の「人




































ンの平均値，標準偏差 （SD） と t 検定の結果を示した。表 10 によると，いじめ体験あり群の平





人数 平均 (SD) t 値



















変動因 SS df MS F P 値
いじめ体験の種類 170.74 3 56.91 2.79 .046*












ションの平均値を示した。図 5 と表 12 によると，有意差がみられた被害体験のみ群の「説得交渉」


































































荒木 （2005） や坂西 （1995） は，いじめ被害体験者のいじめ後の長期的な精神的影響を調査し，
いじめ被害体験者は抑うつ状態や不安がいじめ体験後にも続いていることを明らかにした。また，

























か ら の レ ジ リ エ ン ス 測 定 に 適 し て い な か っ た こ と が 考 え ら れ る。 今 回 使 用 し た
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